
(VI-44) 公共交通システムの駅位置選定に対する GISの利!fl
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I. はじめに

東京都 ~3 I..<.: の他部及び北部を閲：I}、}ji,,Jに粘ふ公共父i也につし、ては、 dH11()な，/,,:裳か見こま hてし、るにも拘わら

ず、その整備が立ち遅れている そこで、本研究では環、1人八号線地―ドを，り人＇や 1/¥lとし、 {11i111 (大flIIりから，,,r,n, i 

（杉並区）にし、たる公共交通システムか'K現した楊合、中ll¥J!駅の位inはとのようにriLiiりすへきかを取換え利便性イ

グレス．アクセス＇炭素を GISを/flいて粘合化して検ふjした

2. 駅のポテンシャルについて

従来、駅の位i料を検討するにあたり爪視されてきた＇災 1人1は1駅勢lをII'、j (IりIIを利Illする人々てf'Fられる領械）の人11

であるが、実際には駅利用人口と駅勢1をIr'、J人11はiji.純な比例関係にはない これは駅を利Illする人には三つの行動

パターンがあることによるっその第ーは、駅の近辺にfI. み他の「］的地へ移動をするために駅を利mする人、つまり

「出発地」として駅を利用する人である 第．．は、駅の周辺仁ある {i~ 光、学校などf11Jらかの施，没を目的どして駅へ

やってくる人、つまり「到府地」として駅を利111する人てある 第二は、他の路線との桜続を持つ15I~ を、「乗り換え

地」として利用する人である。そこて本論では「出梵地」としての要素を「イグレス要J;」、「到着地」としての要

素を「アクセス要素」とし、更に「乗り換え要素」を加えた 3要素から駅のポテンシャルを求めることとした

要素の算出方法は以下の通りとした，
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（ど齢者<G:>i伐以 I・.>人11十幼児l文ひ少11'<I 5 ,:; 文4勺,:,:)>J、

＝駅勢Iを1からj叩}j.j直学してし、＜流：I', 人11

＝駅勢圏内で乗り換をする人l」

3. 分析方法

① 環状八号線上に主な路線を描き、路線 lこに中間駅を仮配買する，）

図.1 に示すように最終的な駅間距離は 1.2~1.7 kmを目安とするが、場所に

ポテンシャルの相違を明確にし、最適な駅位間を選定するために

仮設置駅の駅間距離は短い方が良いと思われたので 200m前後とした（）ただ壽

し、交差点を中心として配置を行ったために駅間距離には多少の誤差がある<)驀

② 選定した仮設置駅から、徒歩 300m圏内をそのポイントの駅勢園と考え、

道路のネットワーク解析により、図-2に示すよう徒歩 300m固,,、Jを分かり

やすく表示した。

丁目ごとに求められている国勢調在の人[Jデータから、イグレス、ア乗

り換えの 3要素の人口を求める。その結果から、図-3に示すように、丁

よっての

③
 

図-2 駅勢困の解析
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目ごとのアクセス・イグレス人口の密度分布を求めた。

④ 図立に示した仮設置駅から徒歩 300mのゾーンと、ア

ク七ス・イグレス人口密度のデータを煎ね合わせるこ

とによって、ゾーン内のアクセス・イグレス人口密度

データを得た。それを用いて、ゾーン内のアクセス・

イグレス人「l数を求めた

こも拘./;ら

’‘ら，¥c/j}/:} j 
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4. 結果と考察

図ー4に1反設定駅のポテンシャルを小す /IJ炸析の糾果、

乗り換え要素の割合が、他のイグレス・アクセス要索の

割合より低いことが、阿図から分かる，その則由として

は、 lつには、駅勢旧内に既t{の駅がff.在するポイント

がとても少なしヽこと、

の人II 

）の行動

つまり

て！択ヘ

＇）換え

―の嬰
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グラフを作成した

2つには1SI渇勢I困内に既存の駅がn
在したとしても、駅の数自体が少ないことである J

IJ新しく路線を増やす際の駅の選定は、仮設置駅の周辺

の既存駅の状況より、住宅や企業・学校等の施設状況が

重要である，しかし、駅間距離が 200m前後と小さくと

やは

り隣接仮設置駅のイグレス・アクセス要素の結果が近い場合

乗り換え要素がその優劣を決めるポイントとなる。

本研究では、鉄道の駅勢圏内を一般的に半径 1km

n乾
'i,7'1

とするところを徒歩 300mとした、これは、駅から

約徒歩 5分の範囲というのを想定したためである

この駅勢圏には明確な定義があるわけではないc お

そらく、駅を利用する際、徒歩 5~10分程度の距離

だと利fl!する確率が高いという仮定に桔づくもの

である。この駅勢圏の設定を変えることで、ポテン

シャルも変化する。したがって、例えば徒歩 10分

圏等の様々な設定で解析し、比較することで、さら

に信頼性を高めることができると考えている。
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5兼わりに

GISシステムを用いることで、アクセス、イグレ

ス、乗り換えの 3要素を考慮した中間駅の検討をき

わめて容易に行えることを示した。本論では、駅勢

圏内を徒歩 300mとしたが、様々な設定で解析をし

た影響についても GISを用いれば分析可能であり、

今後の課題とする。また、乗り換え要素の重要度についても再検討する予定である。

図-4 各仮設置駅のポテンシャル

2) 

部門 pp.2-3、1999

エイトライナー研究会：平成 9年度エイトライナー導入検討調査報告書、 1998

に、
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